














チックは,急激におこる,素早い,繰り返す常同運動である。これは,精神的緊張,ストレス,

あるいは過労時に現れ,あるいは増強することから,原因に心因性要因が考えられ,心身症

の一つに分類されているが,病因は脳基底核,特にドーパミン(DA)系神経系の機能的障害に

あり,原則として治療には DA 系神経系を調整する薬物療法が必要とされている。しかし,

本症の脳基底核障害の本体は不明であり,チックの広がりに個人差があることの理由,そこ

に病態上の差異があるか否かは不明である。本年度の研究では,当クリニックに受診したギ

ル・ド・ラ・トゥレッテ症候群(GTS)と慢性多発性チック(CMT)の症例について,臨床的に特

徴及び両者間の相違を検討し,その背景にある病態について考察した。 


